



































































































































































































































































































































日、 2 ， 3 人の子どもを取り上げ、その日や最
近の様子を記しています。この時の単元は「お
菓子とパン」で、子どもの創造性と保育者の創
造性がうまくかみ合って、弾むような楽しさが
伝わってきます。単元活動は以前からも行われ
ており、開園当初はプロジェクト・メソードを
取り入れていたと言いますから、こうしたテー
マのある保育もその時々に少しずつ変化してい
るものと思われます。しかし、基本姿勢は変わ
りなく、保育者の思いが先行するのではなく、
子どもの興味や関心に沿い柔軟に進められてい
ます。
おわりに
紙面に限りがあり詳しく取り上げることがで
きませんでしたが、宣教師の先生方や短大保育
科（以前は保母養成所）の先生方との連携、そ
こから得られる学びが保育を豊かなものへと導
いています。また、日曜の礼拝や毎日の礼拝が
保育の根底を支えていることは言うまでもあり
ません。
日誌は時々の保育者が交代で全体を記し、あ
るいはクラスごとに同じ保育者が記しています。
当然のことながら、保育者によって視点が異な
り、解釈の深さにも違いがみられました。しか
し、全体として伝わる保育者の温かな眼差しと
保育に対する真摯な姿勢、そして、子どもの生
き生きとした姿と成長への力はどの日誌からも
読み取ることができました。
今、日本の幼児教育は制度が変わり、大きな
転換期を迎えようとしています。しかし、本稿
でみたようにどんなに社会が変化しても神様に
信頼をおき、一人ひとりの子どもを尊重し、自
由の中で創造性を育み、周囲の自然と社会に目
を向ける保育は、創立100年を経た今も脈々と
続いていることを深く覚えます。神様の栄光を
現わす幼稚園としてさらなる発展を心からお祈
りしています。
（前東洋英和幼稚園園長）
